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　未曾有の原子力災害から8年。世間では事故
がなかったかのように過ごしています。しかし未だ
4万人を超える福島県民が故郷に戻れていないと
いう現実を忘れてはなりません。
　長崎大学は事故発生直後から原子力災害医
療体制の構築や被害地域での医療の継続と緊急
時のクライシスコミュニケーションを行ってきました。
2013年4月には福島県川内村に復興推進拠点を
設置、さらに2017年には福島県富岡町にも拠点を設置し、住民の被ばく線
量評価や放射線に関するリスクコミュニケーション活動を展開しています。
　世界で唯一の被ばく医科大学を受け継ぐ本学にとって、福島は我々の歴
史と経験を共有すべきパートナーであり、これからの福島に起こりうる未来
を創造できる存在でなければなりません。これまで培ってきた被ばく医療学
分野の知見とともに、本学のすべての知と実践力を総動員して、これからも
福島の復興と未来に寄り添っていきたいと考えています。

長崎大学と福島復興の
今とこれから

震災後８年間の長崎大学の取り組み
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東日本大震災と福島第一原子力発電所事故から8年。
当初から福島に多くの人員を派遣し支援してきた長崎大学は、
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現場で真に必要とされているサポートを続けています。
帰還者の増加など目に見える形でも成果が表れはじめましたが
新たな課題も見え始め、支援は次のステップへと進んでいます。
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福島を支援する必然的な理由

放
射
線
被
ば
く
の

医
学
分
野
で
は
プ
ロ
中
の
プ
ロ

0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に

続
き
、
12
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
3
基
が
水
素
爆
発
を
起
こ
し
ま

し
た
。
長
崎
大
学
は
、
福
島
県
の
要
請
を
受
け
、

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
山
下
俊
一
教
授
と
高
村

昇
教
授（
い
ず
れ
も
当
時
）を
派
遣
し
ま
し
た
。
両

氏
は
「
福
島
県
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
に
就
任
。
そ
れ
以
来
、
ほ
ぼ
8
年
間
、

長
崎
大
学
は
福
島
県
を
支
援
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

山
下
教
授
が
2
0
1
1
年
7
月
、
福
島
県
立
医

科
大
学
の
常
勤
副
学
長
に
就
き
、
福
島
県
の「
県

民
健
康
管
理
調
査
事
業
」の
責
任
者
を
務
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
3
年
に
長
崎
大
学
に

復
職
し
、
長
崎
大
学
と
福
島
と
の
連
携
強
化
に
動

き
ま
し
た
。
現
在
、
活
動
の
拠
点
は
福
島
に
あ
り

ま
す
。
山
下
副
学
長
は
、「
支
援
を
始
め
た
当
初

は
、
メ
デ
ィ
ア
や
S
N
S
な
ど
で
は
う
が
っ
た
見

方
か
ら
、
な
ぜ
長
崎
大
学
が
福
島
ま
で
来
る
必
要

が
あ
る
の
か
な
ど
疑
問
を
投
げ
か
け
る
批
判
を
受

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
私
た
ち

と
し
て
は
腹
を
く
く
り
、信
念
を
も
っ
て
専
門
家
と

し
て
専
心
し
て
き
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

長
崎
大
学
が
福
島
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
山
下
副
学
長
は
、
「
長
崎
は

原
子
爆
弾
の
投
下
を
受
け
、
多
く
の
被
ば
く
者
の

医
療
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
長
崎
大
学
が
擁
す

る
原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
で
は
、
原
爆
や
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
被
ば
く
者
の
調
査
研
究
、
診
療
実

績
に
関
し
て
長
年
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ

ど
の
デ
ー
タ
を
持
つ
と
こ
ろ
は
世
界
的
に
も
ほ
と

ん
ど
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
長
崎
大
学
は
、
放
射
線

被
ば
く
の
医
学
と
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
プ
ロ

中
の
プ
ロ
な
の
で
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

山
下
副
学
長
は
、
1
9
9
0
年
に
原
爆
後
障
害

医
療
研
究
所
教
授
に
就
任
後
、
国
内
外
の
被
ば
く

者
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
2
0
0
5
年
に
は

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
本
部

で
放
射
線
被
ば
く
の
担
当
に
就
任
。
こ
の
年
は
原

爆
投
下
か
ら
60
年
で
、
桜
の
木
60
本
の
寄
贈
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
1
9
9
1
年
か
ら
1
0
0
回

以
上
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
訪
れ
、
調
査
と
支
援
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

「
原
発
事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
福
島
に
赴

く
使
命
と
責
務
が
あ
る
と
思
っ
た
」
と
山
下
副
学

長
は
言
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
4
月
、
福
島
県
立
医
科
大
学
と
連

携
協
定
を
締
結
。
2
0
1
6
年
に
は
双
方
の
大
学

で
共
同
大
学
院
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

山
下
副
学
長
は
「
共
同
大
学
院
は
、
社
会
人
や

留
学
生
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
の
が
特
徴
的
で

す
。
看
護
師
、
消
防
士
、
保
健
師
、
原
発
関
係
者

な
ど
、
国
内
で
の
被
ば
く
医
療
の
専
門
家
を
養
成

し
な
が
ら
、
海
外
で
被
ば
く
医
療
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
福
島
原
発
事
故
の
研

究
が
世
界
の
リ
ス
ク
管
理
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ス
ク
管

理
を
視
野
に
、
適
切
な
判
断
、
論
理
的
な
思
考
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
I
C
R
P
）
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
シ
ャ
ー
ル
副
会
長
を
長
崎
大
学
と

福
島
県
立
医
科
大
学
の
大
学
院
教
授
と
し
て
招
い

て
い
ま
す
。
山
下
副
学
長
は
、
「
福
島
は
世
界
か

ら
も
関
心
を
集
め
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

新
し
い
研
究
成
果
、
知
見
を
世
界
に
直
接
届
け
て

い
き
た
い
。
ロ
ー
カ
ル
に
あ
り
な
が
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
も
先
人
と
な
れ
る
」
と
強
調
し
ま
す
。

　

長
崎
大
学
が
、
住
民
の
原
発
周
辺

自
治
体
へ
の
帰
還
に
当
た
っ
て
の
支

援
に
も
力
を
注
い
で
き
た
の
も
重
要

で
す
。
全
村
民
が
村
外
へ
の
避
難
を

指
示
さ
れ
て
い
た
川
内
村
は

2
0
1
1
年
9
月
に
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
長
崎
大
学
が

村
民
へ
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
し
ま

し
た
。
取
り
組
ん
だ
の
は
、
住
民
の

不
安
払
拭
や
調
査
な
ど
で
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
は
、
川
内
村
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
川
内
村
は
2
0
1
8
年
末
の
段

階
で
、
原
発
事
故
前
の
人
口
で
あ
る

2
7
0
0
人
の
8
割
の
水
準
ま
で
人
口
が
戻
っ
て

い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
に
は
、
川
内
村
よ
り
原
発
に
近
い

富
岡
町
で
も
大
部
分
で
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
、
長
崎
大
学
は
富
岡
町
と
連
携
協
定
を
締

結
。
富
岡
町
の
線
量
調
査
や
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
1
年
間
で

富
岡
町
に
戻
っ
て
き
た
住
民
は
、
原
発
事
故
前

の
人
口
で
あ
る
1
万
6
0
0
0
人
の
水
準
か
ら

見
る
と
1
割
に
満
た
な
い
状
況
に
あ
り
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
下
副
学
長
は
、
「
こ
こ
ま
で
の
取
り
組
み
か

ら
言
え
る
こ
と
と
し
て
、
結
果
的
に
は
放
射
線
に

よ
る
直
接
的
な
健
康
影
響
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
以
外
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
破
綻
、
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
、
生
活
習
慣
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
る
慢
性
病
、
自
殺
、
子
供
へ
の
対

応
な
ど
の
要
因
（
フ
ァ
ク
タ
ー
）
に
よ
る
影
響
で

す
。
現
場
で
は
苦
労
も
多
い
。
ト
ー
タ
ル
に
俯
瞰

し
な
が
ら
、
世
界
に
福
島
の
経
験
や
教
訓
を
発
信

し
、
世
界
中
か
ら
の
正
し
い
情
報
を
得
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
下
副
学
長
は
、
「
大
学
教
育
の
観

点
か
ら
、
挑
戦
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
失
敗
も
重
ね
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
、
咀

嚼
能
力
を
発
揮
し
て
解
決
の
方
策
を
模
索
す
る
。

そ
こ
か
ら
成
長
す
る
の
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
「
福
島
が

直
面
す
る
問
題
は
、
実
は

長
崎
が
直
面
す
る
問
題
と

近
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と

言
い
ま
す
。
長
崎
に
は
離

島
も
多
く
人
口
減
少
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

福
島
が
直
面
す
る
人
口
の

減
少
と
急
速
な
高
齢
化

は
、
新
た
な
人
口
流
入
を

導
く
こ
と
が
解
決
策
の
一

つ
と
も
見
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
方
策
を
練

る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
、

長
崎
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
山
下
副
学
長
は
見
て
い
ま
す
。

　

山
下
副
学
長
は
、
「
長
崎
も
広
島
も
そ
う
だ
っ

た
よ
う
に
、
『
過
去
に
戻
せ
』
と
は
い
か
な
い
。

な
ら
ば
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
る
の

も
仕
事
。
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
課
題
解
決
の
道
を

探
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
し
ま
す
。

2 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ふ
く
し
ま
国
際
医
療
科
学
セ
ン
タ
ー

先
端
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

核
医
学
治
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

長
崎
大
学
学
長
特
別
補
佐

Shunichi YA
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A
SH
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A

山下俊一　福島県立医科大学副学長

福
島
県
立
医
科
大
学
　

山
下
俊
一

　副
学
長
・
理
事
長
特
別
補
佐

長
崎
と
福
島
の
相
似
点

た
ん

は
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の
8
年
、
長
崎
大
学
に
よ
る
福
島
県

へ
の
支
援
の
中
心
に
な
っ
て
き
た
の

が
、
原
爆
後
障
害
医
療
研
究
の
高
村
昇
教
授

を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
で
す
。

　

最
初
に
手
が
け
た
の
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
南
西
部
に
位
置
す
る
村
、
川
内

村
の
支
援
で
し
た
。
原
発
の
周
辺
は
6
町
2

村
か
ら
成
る
双
葉
郡
が
あ
り
、
北
か
ら
浪
江

町
、
葛
尾
村
、
双
葉
町
、
福
島
第
一
原
発
の

あ
る
大
熊
町
、
そ
の
南
側
に
富
岡
町
、
川
内

村
、
楢
葉
町
、
広
野
町
が
広
が
り
ま
す
。

　

川
内
村
は
一
時
全
村
避
難
と
な
り
ま
し
た

が
、
避
難
指
示
の
解
除
が
早
く
2
0
1
1
年

9
月
に
は
一
部
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
崎

大
学
の
チ
ー
ム
が
川
内
村
で
ど
う
動
く
か
を

決
め
る
上
で
生
き
た
の
が
、
長
崎
や
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
で
の
経
験
で
し
た
。

　

高
村
教
授
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
調
査

し
た
経
験
を
思
い
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

1
9
8
6
年
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
（
現
ウ
ク

ラ
イ
ナ
）
に
あ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力

発
電
所
で
、
4
号
炉
が
爆
発
を
起
こ
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
20
年
、
30
年
と
経
つ
中
で
、

高
村
教
授
が
知
っ
た
の
は
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
放
射
線
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

イ
ン
フ
ラ
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
い
た
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
と
っ
く
に
住
め
る
環

境
な
の
に
、
集
団
移
住
を
行
っ
た
結
果
、
誰

も
戻
ら
な
く
な
り
、
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
」
と
高
村
教
授
は
説
明
し
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
周
辺
の
放
射
線
の
レ
ベ

ル
は
、
国
外
か
ら
見
ら
れ
る
原
発
事
故
の
印

象
に
反
し
て
居
住
で
き
る
程
度
に
低
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
農
業
も
で
き
る
環
境
な
が

ら
、
対
応
す
る
た
め
の
社
会
的
な
基
盤
が
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

「
日
本
は
当
時
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
旧

ソ
連
で
は
集
団
移
住
が
強
制
さ
れ
ま
し
た

が
、
日
本
は
自
分
の
土
地
へ
の
愛
着
も
強
い

で
す
し
、
戻
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
医
療
的

な
対
応
ば
か
り
で
は
な
く
、
戻
れ
る
住
民
は

な
る
べ
く
早
期
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
い
、
イ

ン
フ
ラ
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
対
策
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
」
と
高
村
教
授
は

話
し
ま
す
。

　

高
村
教
授
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
早
期
に

戻
っ
た
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
か
に
注
目
し
て
い
た
の
で
す
。

　

川
内
村
に
入
っ
た
長
崎
大
学
チ
ー
ム
が
最

初
に
行
っ
た
の
は
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

リ
ス
ク
を
目
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
し
た
。

　

2
0
1
1
年
12
月
、
長
崎
大
学
の
チ
ー
ム

が
川
内
村
内
の
放
射
線
量
率
を
測
定
す
る
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
問
題
と

な
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
量
は
限
ら
れ
て
お

り
、
安
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
高
村
教
授
は
、
村
長
を
は
じ
め

と
す
る
川
内
村
役
場
職
員
に
、
被
ば
く
す
る

線
量
は
お
お
む
ね
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

で
、
住
民
の
被
ば
く
す
る
線
量
は
十
分
に
低

減
化
さ
れ
て
い
る
、
と
報
告
し
ま
し
た
。
そ

う
し
た
情
報
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

村
の
復
興
対
策
課
で
は
、
井
出
寿
一
課
長

（
当
時
）
が
「
こ
の
デ
ー
タ
が
ほ
し
か
っ
た
」

と
興
奮
気
味
に
言
葉
を
か
け
て
き
た
と
高
村

教
授
は
覚
え
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
1
月
、
川
内
村
の
遠
藤
雄
幸

村
長
が
「
帰
村
宣
言
」
を
発
表
。
同
年
3
月

に
役
場
機
能
を
村
内
に
戻
し
ま
し
た
。
と
は

い
え
、
見
通
し
は
明
る
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
の
川
内
村
は
、
住
宅
は
カ
ー
テ
ン
が
閉

ま
っ
た
ま
ま
で
、
水
田
の
耕
作
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
雑
草
が
1
ｍ
以
上
生
い
茂
っ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、2
0
1
3
年
か
ら
は
、保
健
師
の

経
験
を
持
ち
、高
村
教
授
の
下
で
当
時
大
学
院

生
と
し
て
学
ん
で
い
た
、折
田
真
紀
子
助
教
が

川
内
村
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

折
田
助
教
は
、
少
し
ず
つ
帰
村
し
て
い
た

住
民
を
対
象
に
「
戸
別
訪
問
」
を
行
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
暮
ら
す
住
民
の
不
安
の
声
に

耳
を
傾
け
、
根
拠
を
示
し
な
が
ら
放
射
線
被

ば
く
の
状
況
や
安
全
性
が
高
い
こ
と
な
ど
を

説
明
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
努
力
が
少
し
ず

つ
実
を
結
び
、
2
0
1
8
年
末
、
川
内
村
の

人
口
は
震
災
前
の
8
割
の
水
準
ま
で
回
復
し

ま
し
た
。

　

長
崎
大
学
は
、
川
内
村
の
経
験
を
踏
ま
え
、

2
0
1
6
年
9
月
に
は
隣
に
位
置
す
る
富
岡

町
と
も
連
携
協
定
を
締
結
。
2
0
1
7
年
4

月
か
ら
は
富
岡
町
で
帰
還
が
始
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、富
岡
町
に
も
支
援
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

高
村
教
授
は
、「
村
や
町
に
戻
っ
て
き
た
人

に
『
戻
っ
て
き
た
良
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
」
と
説
明
し
ま
す
。
帰
っ

て
良
か
っ
た
と
不
安
を
払
拭
し
て
も
ら
え

ば
、
帰
還
の
連
鎖
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
活

動
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
経
験
や
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
す
。

い
か
に
し
て

安
心
し
て

戻
って
き
て

も
ら
う
か
？

長
崎
、チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
で
の
調
査
研
究
や
診
療
の
経
験
が
福
島
で
の
支
援
で
は
活
き
て
い
ま
す
。

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
で
は「
住
め
る
の
に
誰
も
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
事
実
が
あ
る
の
で
す
。

「
福
島
は
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
」と
早
期
か
ら
帰
還
者
の
不
安
を
解
く
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

福
島
で
活
き
た
、

長
崎
と
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ

で
の
経
験　原発事故後、何を信じて良いのか分

からないときに、長崎大学が柱になって
くれました。川内村を支援した長崎大学
のチームは、原発事故後に住民の不安
の声を聞いて、根拠のある説明をしてく
れたのです。地域の行政には放射線に
ついての知識は不足していましたから、
そこに大きな意味がありました。例えば、
水が飲めるのか、洗濯ができるのかと
いった基本的な知識や注意点のほか、
メディアなどから流れてくる情報の真偽
についての見解など、帰還を進める上
で大きいものでした。住民の不安は大き
く、安全だと説明しても、なかなか納得
はしてもらえませんでした。「子供に影
響が出たら、村長は責任を取れるのか」
などと言われる。それでも長崎大学の
バックアップがあったからこそ、そうした
村民の協力も得られるようになり、良好
な関係を築けるようになりました。
　川内村で得たデータを大学で活用し
てほしいと考えています。そうして多くの
人が放射線の人体への影響を正しく理
解してもらえるようにしていただきたい。
そうしたことができるのは長崎大学なの
だと思っています。

川内村　遠藤雄幸　村長

高
村
　
昇
　
教
授

長
崎
大
学 

原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
国
際
保
健
福
祉
学
研
究
分
野

住
め
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
問
題
に

デ
ー
タ
を
示
し
て
、

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

放射線の
人体への影響を
正しく理解して
もらいたい

こ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

川内村の復興対策課長だった
井出寿一氏

帰村前の川内村における
空間放射線量率の測定
（2011年12月） 

4

長崎大学は
知識の柱だった
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境
省
に
よ
る
と
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
原
発

の
周
辺
で
避
難
指
示
を
受
け
て
避
難
し
た
人

は
2
0
1
3
年
3
月
の
時
点
で
約
10
万
人
。

福
島
県
全
体
で
は
お
よ
そ
15
万
人
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
放
射
線
量
の
高
い
地
域
で
は
、
土
壌
の
表

面
の
土
を
取
り
除
く
な
ど
す
る
除
染
が
環
境

省
や
自
治
体
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
双
葉
郡
の
町
村
の
中
で
も
川
内
村
は

2
0
1
1
年
9
月
に
一
部
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
お
よ
そ
5
年

半
、
2
0
1
7
年
4
月
に
富
岡
町
は
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
岡
町
に
帰
還
し
た
人
の
多
く
は
放
射
線

へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
の
程

度
が
分
か
ら
ず
、
対
策
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
長
崎
大
学
は
、
そ
ん
な
帰
還
者
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
12
月
、
富
岡
町
の
福
島
発
電

浜
通
り
事
務
所
に
、
周
辺
に
住
む
男
性
5

人
、
女
性
2
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、
富
岡
町
に
戻
っ
て
き
た

町
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
各
々
自
己
紹
介
を

行
う
と
、
地
元
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
人
、
役
場
の
O
B
、
専
業
主
婦
な
ど
。
富

岡
町
は
も
と
も
と
人
口
1
万
6
0
0
0
人
ほ

ど
で
し
た
が
全
町
民
が
町
外
に
避
難
し
、

2
0
1
8
年
12
月
現
在
、
8
2
6
人
が
帰
還

し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
大
学
の
折
田
助
教
の
役
割
は
、
放
射

線
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
客
観
的
な
デ
ー
タ
を

提
示
し
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て

い
る
取
り
組
み
が
「
車
座
集
会
」
で
す
。

　

「
私
た
ち
は
お
隣
の
川
内
村
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
富
岡
町
で
は
2
0
1
7
年
か
ら

み
な
さ
ん
が
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

4
月
か
ら
役
場
に
長
崎
大
学
の
拠
点
を
置
い

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
富
岡
町
に

お
け
る
現
在
の
放
射
線
の
状
況
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
折
田
助
教
は
呼

び
か
け
ま
す
。
「
20
分
程
度
お
話
を
し
て
、

そ
の
後
、
お
そ
ば
と
川
内
村
と
富
岡
町
の
野

菜
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」
。

車
座
集
会
で
は
、
話
の
と
き
に
は
、
一
緒
に

食
事
を
で
き
る
よ
う
に
、
料
理
を
手
作
り
し

て
い
ま
す
。

　
折
田
助
教
は
「
富
岡
町
に
は
、
放
射
線
量

を
測
定
す
る
機
械
が
あ
り
ま
す
。
役
場
と
も

う
1
カ
所
に
あ
り
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン

な
ど
の
線
量
を
測
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
紹
介
し
ま
す
。
放
射
線
量
を
自
分
た

ち
で
測
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
、

川
内
村
で
長
崎
大
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
で
す
。

　

「
農
作
物
な
ど
、
作
っ
て
売
り
に
出
す
も

の
は
流
通
す
る
前
に
放
射
線
量
を
測
定
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
で
食
べ
る
物
に
つ
い

て
は
測
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
富
岡
町
役

場
に
設
置
し
た
検
査
施
設
で
は
自
分
た
ち
で

食
べ
る
物
を
自
分
た
ち
で
測
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
な
の
で
簡
単
で
す

よ
。
施
設
に
は
ま
た
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導

体
検
出
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
1
0
0
g

と
い
う
小
さ
な
重
量
で
も
測
る
こ
と
が
で

き
、
正
確
に
迅
速
に
測
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
食
品
に
限
ら
ず
、
水
や
土
壌
も
測
れ
ま

す
よ
」
と
、
折
田
助
教
は
分
か
り
や
す
く
食

品
の
検
査
の
概
要
を
話
し
ま
す
。

　
次
に
、
2
0
1
8
年
2
月
か
ら
測
っ
た
実

績
を
説
明
し
ま
す
。
10
月
末
ま
で
に
6
3
9

個
の
富
岡
町
で
採
れ
た
食
品
が
測
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
7
割
〜
8
割
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
基
準
値
と
な
る
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
を
超
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
折
田
助
教
は
、
「
10
個
の
食
材
を
測
る

と
、
3
個
く
ら
い
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で
す
。
果
物
か
肉
類

か
で
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
検
出
の
さ
れ
か

た
が
違
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
野
菜
、
ナ

ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
白
菜
、
大
根
か

ら
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
果
物
で
は
い
く
つ
か
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
富
岡
町
の
果
物
も
1
0
0
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
る
物
が
た
ま
に
あ
り
ま
す
」
と

一
般
的
な
野
菜
類
は
安
全
で
あ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
理
解
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
基
準
値
を
超
え
や
す
い
食
品

に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。
「
肉
類
で
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
や
す
い
の
は
イ
ノ

シ
シ
で
す
。
他
に
基
準
値
を
超
え
て
い
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
の
は
、
山
菜
と
キ
ノ
コ
で

す
。
山
菜
の
6
割
く
ら
い
は
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
検
出
さ
れ
ま
す
。
場
所
が
ち
ょ
っ
と

違
っ
て
も
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
違
い
ま

す
。
野
生
の
も
の
を
食
べ
る
と
き
に
は
、
機

械
で
測
定
し
て
か
ら
『
食
べ
る
、
食
べ
な

い
』
の
判
断
を
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
」

と
、
食
品
検
査
を
自
分
で
実
施
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
促
し
ま
す
。
「
野
菜
、
果
物
、
山

菜
、
キ
ノ
コ
な
ど
は
、
毎
年
測
定
し
て
も
ら

う
と
安
心
で
す
。
食
べ
過
ぎ
で
お
な
か
が
痛

く
な
る
の
は
放
射
線
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

よ
（
笑
）
」
。

　
折
田
助
教
は
、
専
門
的
な
内
部
被
ば
く
の

影
響
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。
「
最
後

は
、
内
部
被
ば
く
線
量
の
計
算
で
す
。

1
0
0
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
基
準
値
以
上
の
も

の
を
食
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
直
ち
に
健

康
に
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
1
回
や
2
回
で
影
響
が
出
る
も
の
と
し

て
基
準
値
を
設
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
2
0
0
ベ
ク
レ
ル
の
放
射
線
物
質

を
含
ん
だ
ぜ
ん
ま
い
1
回
を
食
べ
る
と
し
ま

す
。
そ
の
時
に
身
体
の
中
に
ど
の
よ
う
な
放

射
線
の
影
響
を
受
け
る
か
は
計
算
で
き
ま

す
。
2
0
0
ベ
ク
レ
ル
の
ぜ
ん
ま
い
だ
と
、

0
・
13
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
な
り
、
十

分
に
低
い
線
量
と
言
え
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
」
。
専
門
的
な
話
で
も
分
か
り
や
す
く
、

車
座
集
会
で
最
も
折
田
助
教
が
心
が
け
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
大
学
が
、
福
島
で
地
道
に
続
け
て
き

た
、
放
射
線
リ
ス
ク
を
理
解
し
て
も
ら
う
重

要
な
施
策
「
放
射
線
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
み
ご
と
に
体
現
し
た
の
が
、
こ

の
「
車
座
集
会
」
な
の
で
す
。

富
岡
町
に
お
け
る

車
座
集
会
を
通
じ
た

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

原
発
事
故
に
よ
り
故
郷
か
ら
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
は
、原
発
周
辺
地
域
だ
け
で
約
10
万
人
。

避
難
指
示
の
解
除
に
よ
り
、帰
還
可
能
と
な
っ
て
も
、時
間
が
経
つ
ほ
ど
戻
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
か
ら
6
年
後
の
2
0
1
7
年
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
富
岡
町
に
お
け
る
支
援
を
紹
介
し
ま
す
。

「
帰
っ
て
き
て
良
か
っ
た
」

　
と
思
っ
て
も
ら
う
支
援

折
田
真
紀
子
　
助
教

長
崎
大
学 

原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
国
際
保
健
福
祉
学
研
究
分
野

そ
ば
を
食
べ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

放
射
線
リ
ス
ク
を
解
説

食
材
に
よ
る
放
射
線
リ
ス
ク
の

違
い
を
理
解
し
て
も
ら
う

専
門
的
な
内
部
被
ば
く
の

影
響
も
解
説

環

車座集会で供される手打ちそばと天ぷら

食品中の放射線量について説明する折田助教と参加住民

長崎大学×福島復興
プロジェクト 1Nagasaki University and Fukushima Reconstruction   PROJECTS
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発
周
辺
の
町
村
に
は
徐
々
に
人
々

が
避
難
先
か
ら
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
。
皆
が
久
し
ぶ
り
に
我
が
家
に
帰
り
、
喜

び
を
感
じ
る
一
方
で
、
被
ば
く
の
不
安
は
消

え
て
い
ま
せ
ん
。
地
元
の
行
政
は
放
射
線
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す

が
、
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
情
報
の
提

供
や
技
術
的
な
検
査
や
調
査
な
ど
、
専
門
性

の
側
面
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
に
長
崎
大
学
に
よ
る
専
門
的
な
支
援

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
川
内
村
の
支
援
以

来
、
確
立
さ
れ
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
4
月
1
日
、
避
難
指
示
が
長

く
続
い
た
富
岡
町
の
ほ
か
、
飯
館
村
、
川
俣

町
山
木
屋
地
区
、
浪
江
町
の
一
部
で
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
内
村
の
遠
藤
村
長
の
仲
介
で
、
富
岡
町

の
宮
本
皓
一
町
長
か
ら
依
頼
を
受
け
た
長
崎

大
学
は
、
富
岡
町
に
お
い
て
も
帰
還
の
支
援

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
6
年

9
月
に
は
、
富
岡
町
と
包
括
連
携
協
定
も
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
で
活
動
す
る
平
良
文
亨
助
教
は

「
点
と
面
の
環
境
放
射
能
調
査
を
並
行
実
施

し
て
い
る
」
と
、
説
明
し
ま
す
。
住
民
の
家

を
周
り
放
射
線
の
調
査
を
進
め
る
の
が
点
の

対
応
と
な
る
『
生
活
空
間
（
住
ま
い
）
の
環

境
放
射
能
調
査
』
。
一
方
で
、
車
載
用
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
広
域
の
放

射
線
を
調
べ
る
の
が
面
の
対
応
と
な
る
『
線

量
マ
ッ
ピ
ン
グ
』
で
す
。
さ
ら
に
、
点
と
面

に
加
え
、
森
林
や
山
道
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
3
次
元
的
な
線
量
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
は
、
原
発
か
ら
20
k
m
圏
内
と
な

り
、
多
く
の
エ
リ
ア
が
20
k
m
圏
外
に
あ
る

川
内
村
と
は
、
汚
染
の
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
り

ま
し
た
。
川
内
村
は　

当
初
か
ら
放
射
線
の

レ
ベ
ル
は
高
く
は
な
く
、
2
0
1
2
年
に
は

帰
村
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
富
岡
町

は
、
除
染
後
も
川
内
村
に
比
較
す
る
と
一
部

の
地
域
で
や
や
放
射
線
量
率
が
高
め
の
地
域

が
あ
り
ま
す
。
富
岡
町
の
総
面
積
の
約
15
％

は
、
今
で
も
帰
還
困
難
区
域
で
、
立
ち
入
り

は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
に
戻
っ
た
人
口
は
、
2
0
1
9
年

1
月
の
時
点
で
8
3
5
人
。
震
災
前
の
人

口
、
約
1
万
6
0
0
0
人
の
6
％
程
度
で

す
。
8
割
近
く
の
水
準
ま
で
人
口
が
戻
っ
た

川
内
村
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
「
避
難
か
ら
長
く
時
が
経

過
し
、
帰
還
が
川
内
村
よ
り
も
難
し
い
状
況

の
中
で
大
切
な
の
は
、
環
境
評
価
を
確
実
に

行
う
こ
と
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
放
射
線
は

目
に
見
え
な
い
が
、
数
値
と
し
て
示
し
、
住

む
の
に
安
全
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
住
む
と

き
の
注
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、「
こ
の
辺
は
放
射
線
量
が
十

分
下
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
生

活
で
き
ま
す
よ
、な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

ま
さ
に
点
か
ら
面
へ
の
広
が
り
が
町
の
復

興
・
再
生
に
つ
な
が
る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
住
民
の
同
意
を
得
な
が

ら
、
富
岡
町
で
は
2
0
1
7
年
か
ら

2
0
1
8
年
に
か
け
て
延
べ
1
2
9
戸
の
住

居
・
集
会
所
を
対
象
に
環
境
放
射
能
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

『
生
活
宇
空
間
（
住
ま
い
）
の
環
境
放
射

能
調
査
』
で
は
、
1
時
間
当
た
り
の
放
射
線

量
（
空
間
線
量
率
）
を
家
の
中
と
外
で
測
定

し
て
い
き
ま
す
。
測
定
値
に
は
、
自
然
放
射

線
と
事
故
由
来
と
考
え
ら
れ
る
人
工
放
射
線

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
注
意
深

く
解
析
し
、
正
味
の
追
加
被
ば
く
線
量
を
評

価
し
ま
す
。
家
の
中
や
玄
関
付
近
は
十
分
低

く
て
も
、
茂
み
の
あ
る
裏
庭
な
ど
が
や
や
高

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
「
住
民
の
中
に
は
『
近
く

に
帰
還
困
難
区
域
が
あ
る
け
ど
大
丈
夫
な
の

か
？
』
な
ど
の
漠
然
と
し
た
不
安
を
持
つ
人

も
い
ま
す
。
い
く
ら
『
低
い
』
『
下
が
っ

た
』
と
い
っ
て
も
、
安
心
で
き
ず
に
戻
れ
な

い
と
い
う
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故

直
後
の
汚
染
や
放
射
性
廃
棄
物
が
現
存
す
る

イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と

が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
「
我
々
が
証
明
す
る
の
は
客
観

的
デ
ー
タ
。
数
字
で
示
し
て
、
正
し
い
情
報

を
提
供
し
続
け
、
安
全
性
を
証
明
し
、
安
心

に
繋
げ
ま
す
」
と
、
自
身
の
仕
事
を
説
明
し

ま
す
。

　

自
動
車
に
位
置
情
報
測
定
シ
ス
テ
ム

（
G
P
S
）
と
小
型
カ
メ
ラ
を
連
動
さ
せ
た

車
載
用
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
空
間
線
量
率
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
等
の

核
種
同
定
を
行
い
、
地
図
上
に
線
量
を
記
録

し
て
い
く
の
が
『
線
量
マ
ッ
ピ
ン
グ
』
で

す
。
帰
還
困
難
区
域
を
含
め
、
地
上
か
ら

1
m
ほ
ど
の
空
間
線
量
を
中
心
に
、
走
行

サ
ー
ベ
イ
し
な
が
ら
除
染
の
効
果
の
確
認
や

線
量
が
高
い
地
点
の
環
境
要
因
を
解
析
し
、

必
要
に
応
じ
て
役
場
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
「
環
境
中
の
放
射
線
量
だ

け
を
見
る
と
、
十
分
に
低
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。
帰
還
困
難
区
域
は
ま

だ
高
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
除
染
は
必
要
で
す

が
、
避
難
指
示
解
除
区
域
で
は
戻
っ
て
き
て

生
活
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
秋
田
県
湯
沢
市
出
身
。「
同

じ
東
北
人
と
し
て
福
島
で
起
き
た
原
子
力
発

電
所
事
故
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
事
故
後
の
対
応
や
周
辺
町
村
の
復
興

に
、自
分
の
技
能
が
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
」

と
話
し
ま
す
。

富
岡
町
で
の

環
境
放
射
能
評
価

環
境
省
な
ど
が
除
染
を
進
め
、放
射
線
の
線
量
は
着
実
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

避
難
指
示
解
除
を
受
け
、多
く
の
人
が
帰
還
し
て
い
ま
す
が
、課
題
は
や
は
り
被
ば
く
の
懸
念
。

住
む
場
所
の
安
全
性
を
示
す
た
め
、長
崎
大
学
は
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

 

住
む
場
所
の

「
安
全
」と「
安
心
」を

 

デ
ー
タ
で
証
明
す
る

　富岡町は、2017年４月に帰還困難区域を除いた
区域の避難指示が解除されました。2018年からは帰
還困難区域内の一部を、「特定復興再生拠点」とし
て国の認定を受け、除染・インフラ復旧を進めており
ます。震災前、この区域内には、温泉やプール、宿泊
施設がある、健康増進センター「リフレ富岡」がありま
したが、将来的には、この施設を震災前と同様に利
活用できるようにしたい。また、同区域内にはJR夜ノ
森駅もあり、2020年のJR常磐線の全線再開通と夜ノ
森駅の利用再開により、生活交通の利便性を向上さ
せていきたいと思います。2018年12月の時点では、
町内に居住している方が862人ですが、2023年には
町全体で2500人程度に増やしたい。今後、居住人口
をいかに増やすかが、とても重要な課題であり、復興
計画等に則り「居住人口の増加」と「交流人口の拡
大」を更に進めていきます。富岡町内では、一部区域
の避難指示解除に先立って生鮮食料品店や医療
機関も整備されており、旧避難区域の中でも居住環
境としては大幅に改善しています。
　長崎大学と包括連携協定を結びましたが、町とって
「メリットしかない」と考えています。原爆投下からの知
見を持ち、富岡町のリスクコミュニケーションである車
座集会では、100人100通りの意見に対し、100通りの
回答、情報提供をしてもらっています。行政が行うもの
とは違い、専門的知見が裏付けにあることと、川内村
での経験等もあり、町民からの信頼度が違います。町
民への説明会でも長崎県の知見が役に立っていま
す。今後益々、長崎大学のノウハウを活かし、一人で
も多くの人に帰っていただきたいと考えています。その
ためには、末永く連携と協力を続けていきたいです。

包括連携協定、
メリットしかない
富岡町　宮本皓一　町長

平
良
文
亨
　
助
教

長
崎
大
学 

原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
国
際
保
健
福
祉
学
研
究
分
野

安
全
を
数
字
で
証
明
し
て
い
く

一人でも
多くの人に
帰ってきて
いただきたい

原

環
境
中
の
放
射
線
量
を

見
え
る
化
す
る

点
と
面
を
繋
ぎ
、

3
次
元
的
に
線
量
評
価
す
る

長崎大学×福島復興
プロジェクト 2

山道モニタリングの様子
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ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
後
は
、
食

品
の
出
荷
制
限
な
ど
が
行
わ
れ

ず
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
な
ど
の
増
加
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
島
で
は
そ
の

時
の
教
訓
を
生
か
し
、
食
品
の
出
荷
制
限
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
福
島
の
放
射
線
対
策
で
大
切
な
の
は
、

内
部
被
ば
く
の
低
減
化
で
す
。
具
体
的
に

は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
食
品
を
な
る

べ
く
避
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
」

と
、
高
村
教
授
は
言
い
ま
す
。

　

そ
う
し
て
強
化
さ
れ
た
対
策
が
、
食
品
に

含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
、
自
分

た
ち
で
測
定
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
が
2
0
1
2
年
か
ら
運
営

さ
れ
て
い
る
「
食
品
放
射
能
簡
易
試
験
場
」

で
す
。
今
で
は
、
住
民
の
間
で
は
「
食
品
検

査
所
」
と
し
て
生
活
に
密
着
し
た
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

川
内
村
の
食
品
放
射
能
簡
易
試
験
場
で
検

査
を
担
当
し
て
い
る
猪
狩
良
一
さ
ん
は
、

「
原
発
事
故
直
後
か
ら
、
県
内
で
も
福
島
県

の
食
品
が
別
売
り
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
て
き

ま
し
た
。
福
島
の
お
米
が
捨
て
て
あ
る
と
言

わ
れ
、
が
っ
か
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

と
、
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
み
ん
な

自
分
の
食
べ
る
物
に
ど
れ
く
ら
い
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
す
ご
く
不

安
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
検
査
を
始
め
て
か

ら
は
、
一
部
の
山
菜
や
き
の
こ
等
は
未
だ
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
る
も
の
の
、
そ

の
他
の
食
品
に
つ
い
て
は
検
出
さ
れ
な
い
こ

と
や
低
い
と
う
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

で
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
」
と
、
検
査
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ

い
て
も
語
り
ま
し
た
。

　

富
岡
町
食
品
検
査
所
で
は
、
簡
易
に
測
定

で
き
る
非
破
壊
式
測
定
器
に
加
え
、
詳
細
に

測
定
で
き
る
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器

を
導
入
し
、
2
0
1
9
年
1
月
か
ら
新
た
に

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
充
実
し
た
施
設
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

除
染
も
進
み
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で

は
目
で
見
て
空
間
線
量
が

低
く
な
っ
た
こ
と
を
誰
も

が
確
認
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
住
み
慣
れ
た
故
郷
へ

帰
還
す
る
住
民
も
増
え
て

い
ま
す
。
検
査
を
担
当
す

る
富
岡
町
復
興
推
進
課
除

染
対
策
係
の
滝
沢
宜
之
さ

ん
は
、「
帰
還
し
た
住
民
は
、
住
め
る
か
ど
う

か
と
い
う
不
安
か
ら
、
次
の
段
階
と
し
て
、

よ
り
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
と
い
う
食
の
安

全
性
へ
と
不
安
の
重
心
が
移
行
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
自
分
達
が
食
す
る
も
の
の
放
射

性
物
質
を
自
分
達
で
測
定
し
、
結
果
を
目
で

見
て
確
認
で
き
る
と
い
う
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
は
住
民
の
不
安
の
解
消
に
繋
が
っ
て
お

り
、
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」と

施
設
の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

自
分
で
つ
く
っ
た
野
菜
や
採
っ
た
キ
ノ
コ
や
山
菜
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
調
べ
る

川
内
村
と
富
岡
町
に
設
置
さ
れ
た
食
品
放
射
能
簡
易
試
験
場

川
内
村
や
富
岡
町
で
は
、食
品
の
放
射
線
量
を
測
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

「
食
べ
て
大
丈
夫
な
の
か
？
」。そ
れ
を
数
字
で
見
え
る
よ
う
に
し
て
不
安
を
な
く
し
ま
す
。

線
量
が
高
い
も
の
を
見
つ
け
、注
意
し
て
避
け
る
こ
と
も
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

 

食
品
の
放
射
線
量
を

「
数
字
」で
見
え
る
よ
う
に

数
字
が
で
て
き
て

安
心
感
に
つ
な
が
る

お
互
い
の
で
き
る
こ
と
を

組
み
合
わ
せ
る

チ
内
村
の
戸
別
訪
問
で
は
、そ
こ
で
暮

ら
す
住
民
の
不
安
を
聞
き
、や
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
拾
い
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

高
村
教
授
は「
そ
こ
で
は
キ
ノ
コ
の
問
題
が

あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、住

民
が
秋
近
く
に
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
も
い
い
の
か

と
不
安
を
話
し
て
い
た
こ
と
で
す
」と
言
い

ま
す
。
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
で
、キ
ノ
コ
を
食
べ
て

い
た
人
は
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る
内
部
被

ば
く
が
高
い
と
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
川
内

村
の
キ
ノ
コ
を
調
べ
て
み
る
と
、マ
ツ
タ
ケ
、コ

ウ
タ
ケ
な
ど
か
ら
比
較
的
高
濃
度
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、『
キ
ノ
コ
マ
ッ
プ
』の
制
作

を
手
が
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ノ
コ
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、

採
取
さ
れ
た
場
所
や
キ
ノ
コ
の
種
類
な
ど
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
不
明
な
点
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
川
内
村
内
で
と

れ
た
キ
ノ
コ
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を

測
定
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

高
村
教
授
は
、「
私
た
ち
は
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
を
測
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
ど
こ

に
キ
ノ
コ
が
生
え
て
い
る
の
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
ど
こ
に
キ
ノ

コ
が
生
え
て
い
る
の
か
よ
く
ご
存
じ
で
す
。

お
互
い
が
で
き
る
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、

ど
こ
に
生
え
て
い
る
キ
ノ
コ
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
濃
度
が
高
い
の
か
と
い
う
デ
ー
タ
を
集

め
、
地
図
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
も
の
が
キ

ノ
コ
マ
ッ
プ
で
す
」
と
言
い
ま
す
。
マ
ッ
プ

を
見
る
と
、
ど
こ
で
採
っ
た
キ
ノ
コ
に
注
意

す
る
と
よ
い
か
が
一
目
瞭
然
。
測
定
し
た

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
放

射
線
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

川

福
島
に
お
け
る
長
崎
大
学
の
支
援
の
特
徴
は
、住
民
に
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
。

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、そ
こ
で
真
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

住
民
の
不
安
に
耳
を
傾
け
続
け
て
生
ま
れ
た
の
が「
キ
ノ
コ
マッ
プ
」で
す
。

川内村の食品検査場で測定を
担当している猪狩良一さん

3長崎大学×福島復興
プロジェクト 3長崎大学×福島復興

プロジェクト 4

福島県川内村におけるキノコの放射性セシウム濃度の分布（キノコマップ）

11

富岡町で食品検査を担当している
滝沢宣之さん

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
の
経
験
を
も
と
に
、住
民
と
専
門
家
の「
共
同
研
究
」を
実
施

キ
ノ
コ
の
放
射
線
量
が

地
図
上
で
一
目
瞭
然

　　 

川内村

コウタケ

ナラタケ

クリタケ

その他

キノコの種類

<    100
ベクレル／kg

　    100 ～ 　499

　    500 ～ 　999

　  1000 ～ 9999

>10000

放射性物質
放射性セシウム濃度個数

Nagasaki University and Fukushima Reconstruction   PROJECTS

村内全体で、比較的放
射性セシウム濃度の高
いキノコが採取されまし
た。一方でキノコの種
類によって放射性セシ
ウム濃度に違いがみら
れました。



　長崎大学での復興子ども教室を経
て意識が変わった子どもたちに、自分
たちの手で何かを作るという成功体験
を持ってもらおうと生まれたのが「かえ
るマラソン」でした。川内村の復興のた
めに何をしたらいいかというアイデアを
子どもたちに出してもらい、そこから企
画を村で実現したものです。2016年に
第1回目を開催し、目標は1000人参加
でしたが1200人を集めました。第3回と
なった2018年は1800人が集まるまでに
なり、ランナーの投票で選ばれる「全国
ランニング大会100撰」にも選ばれまし
た。子どもたちが企画に深く関わり、環
境の整備、ゴミ拾い、特産を生かした
PRとして、そばの提供などを考案しま
した。かえるマラソンの名前は、震災前
から村のシンボルだったモリアオガエル
と村への帰還、「フロッグ」と「リターン」
を掛けたものとなっています。

子どもたちが作った
「かえるマラソン」

1213

川
内
村
の

復
興
子
ど
も
教
室

原
発
事
故
後
、川
内
村
で
は
子
供
の
減
少
を
受
け
て
、教
育
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
ま
し
た
。

大
切
に
し
た
の
は
、震
災
や
原
発
事
故
も
含
め
、あ
り
の
ま
ま
を
理
解
し
て
い
く「
ふ
る
さ
と
教
育
」。

そ
ん
な
中
か
ら
、「
復
興
子
ど
も
教
室
」が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が

自
ら
未
来
を

描
け
る
よ
う
に

秋
元
　
正
　
教
育
長

川
内
村
　
教
育
委
員
会

未
来
を
作
る
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う

次
の
世
代
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
教
育
と
は

当
事
者
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る

川

5長崎大学×福島復興
プロジェクト 5

川内村で電池作製に使用するブルーベリーを摘む
川内村小学校の児童

復興子ども教室で理科教育を担当している
星野由雅教授

内
村
で
は
、
早
期
に
帰
村
宣
言
を

出
し
て
、
2
0
1
8
年
12
月
の
時

点
で
、
震
災
前
の
人
口
の
8
割
の
水
準
ま
で

村
民
は
戻
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も

に
限
る
と
、
戻
っ
た
の
は
1
0
0
人
程
度
に

と
ど
ま
り
、
割
合
で
言
え
ば
、
5
割
で
す
。

ま
た
、
川
内
村
で
は
、
全
国
か
ら
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
移
住
を
受
け
入
れ
る
施
策
を
進
め

た
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
の
人
口
の
3
分
の

1
は
新
た
に
村
に
移
住
し
て
き
た
子
ど
も
た

ち
で
す
。

　

も
と
も
と
あ
っ
た
社
会
が
変
化
し
、
子
ど

も
の
つ
な
が
り
も
以
前
と
は
異
な
る
中
、
川

内
村
で
は
教
育
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
ま
し

た
。
大
切
に
し
た
の
は
、
震
災
や
原
発
事
故

の
発
生
で
受
け
た
村
へ
の
影
響
も
含
め
、
村

の
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
理
解
し
て
も
ら

い
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
誇
り
を

子
ど
も
に
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
く
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
で
し
た
。

　

川
内
村
教
育
委
員
会
の
秋
元
正
教
育
長

は
、
「
村
の
復
興
に
全
身
全
霊
を
注
ぐ
と
い

う
気
持
ち
は
常
に
あ
り
ま
す
が
、
30
年
、
40

年
先
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
次
の
世
代
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
明

ら
か
で
す
。
村
が
復
興
し
て
い
く
姿
を
突
き

詰
め
て
考
え
た
と
き
、『
村
や
地
域
や
自
分

の
家
庭
に
対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
誇

り
を
育
て
て
い
か
な
い
と
』
と
の
考
え
に
至

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
遊
び
や
行
事
の
な

か
で
ふ
る
さ
と
教
育
が
自
然
と
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、『
地
域
が
大
き
く
変
化
し
た
今

は
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
学
び
に
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
る
』
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
は

川
内
小
学
校
の
塙
広
治
校
長
も
同
意
し
て
く

れ
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
長
崎
大
学
と
の
間
で
教

育
分
野
の
取
り
組
み
と
し
て
「
復
興
子
ど
も

教
室
」
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
の
で
し

た
。
過
去
に
原
爆
投
下
か
ら
復
興
を
成
し
遂

げ
た
長
崎
の
姿
か
ら
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち

に
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

秋
元
教
育
長
は
、
「
長
崎
は
、
70
年
前
に

原
子
爆
弾
に
よ
る
壊
滅
状
態
か
ら
復
興
を
成

し
遂
げ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
長
崎
大
学
の
先
生
や
学
生

さ
ん
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
学
び
を
実
現
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
と
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
姿
に
小
学
生
が
近

未
来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
す
」
と
言
い

ま
す
。

　

復
興
子
ど
も
教
室
は
、
2
0
1
3
年
か
ら

2
0
1
8
年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

既
に
6
回
を
数
え
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
総

合
学
習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
う
も
の
で
、

毎
年
年
2
回
、
長
崎
大
学
か
ら
教
育
学
部
と

医
学
部
保
健
学
科
を
中
心
と
し
た
学
生
が
、

川
内
村
を
訪
れ
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
夏
休
み
に
、
川
内
村
の
子
ど
も
が
長
崎

市
を
訪
問
し
て
、
研
修
や
実
験
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
長
崎
の
復
興
は

大
き
な
学
び
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
例
え

ば　

長
崎
で
は
、
町
内
会
長
が
発
起
人
と
な

り
作
ら
れ
た
「
大
長
崎
建
設
会
社
」
が
中
心

と
な
っ
て
長
崎
の
町
が
再
び
作
ら
れ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
秋
元
教
育
長
は
、

「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
く
、
市

民
が
立
ち
上
が
っ
て
復
興
し
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
当

事
者
な
の
だ
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
の
が

一
番
の
成
果
で
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
か
ら
は
、
理
科
教
育
も
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
提
案
者
で
あ
る
長
崎
大

学
教
育
学
研
究
科
の
星
野
由
雅
教
授
は
、「
自

然
と
先
端
科
学
と
を
融
合
し
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
た
い
と
提
案
し
ま
し
た
。
震

災
か
ら
6
年
、
7
年
と
経
過
し
て
も
、
福
島

の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
自
然
は
恐
怖
で
あ

り
、科
学
技
術
の
信
頼
性
に
は
疑
問
符
が
つ

い
た
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
た
め
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

そ
う
し
て
、
川
内
村
で
栽
培
さ
れ
た
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
て
、
電
池
を
作
る
と
い

う
実
習
を
復
興
子
ど
も
教
室
で
取
り
入
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
植
物
の
色
素
に
は
光

が
当
た
る
と
電
流
の
素
と
な
る
電
子
を
出
す

性
質
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
生
か
し

た
実
験
で
す
。
ま
た
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火

か
ら
の
復
興
の
取
り
組
み
も
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
火
砕
流
が
起
き
た

後
の
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
学
習

す
る
た
め
で
す
。

　

「
未
来
に
向
け
た
復
興
を
考
え
た
と
き

に
、
子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
や
科
学
技
術
を

前
向
き
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
未

来
志
向
の
科
学
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
と
思
い

ま
す
」
と
、
星
野
教
授
は
語
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
未
来
を
作
る
意
識
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
が
、
復
興
子
ど
も
教
室
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
進
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

Nagasaki University and Fukushima Reconstruction   PROJECTS



世
界
か
ら
留
学
生
を
招
く
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害
時
な
ど
に
お
い
て
、
被
ば
く
医
療

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
必

要
性
は
か
ね
て
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

応
え
る
の
が
、
2
0
1
6
年
に
新
た
に
作
ら

れ
た
長
崎
大
学
と
福
島
県
立
医
科
大
学
と
の

共
同
大
学
院
「
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
共

同
専
攻
」
で
す
。

　

初
期
か
ら
福
島
で
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
支
援
に
当
た
っ
た
折
田
助
教

は
、
「
医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
医
療
現
場

で
使
わ
れ
る
放
射
線
か
ら
身
体
を
守
る
放
射

線
防
護
学
が
発
達
し
、
人
材
育
成
も
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
放
射
線
の
外
部
被

ば
く
や
内
部
被
ば
く
へ
の
対
応
を
専
門
と
す

る
被
ば
く
医
療
学
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成

が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
ど
う

対
応
し
て
い
い
か
分
か
る
人
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
行
政
も
住
民
も

混
乱
し
た
と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

　

長
崎
大
学
は
、
災
害
・
被
ば
く
時
に
適
切

対
応
で
き
る
人
材
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い

た
反
省
か
ら
、
福
島
に
お
け
る
支
援
を
通
し

て
必
要
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
現
場
で
確
立

し
、
福
島
県
立
医
科
大
学
と
の
共
同
大
学
院

の
設
立
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
共
同
大
学
院
に
は
「
福
島
原
発
事
故

の
教
訓
を
、
世
界
の
リ
ス
ク
管
理
に
活
か
す
」

と
い
う
方
向
性
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
大
学
院
は
、
医
科
学
コ
ー
ス
と
保
健

看
護
学
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
長
崎

大
学
と
福
島
県
立
医
科
大
学
そ
れ
ぞ
れ
に
1

学
年
10
名
程
度
、
う
ち
医
科
学
コ
ー
ス
と
保

健
看
護
学
コ
ー
ス
に
各
5
名
程
度
の
定
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
か
ら

は
鹿
児
島
県
の
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
構
内

に
薩
摩
川
内
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
が
設

置
さ
れ
、
希
望
者
は
そ
こ
で
も
講
義
を
う
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
い
っ
た
人
が
入
学
し
て
く
る
か
と
い

う
と
、
医
科
学
コ
ー
ス
で
は
、
救
命
救
急
士

や
臨
床
工
学
技
士
、
放
射
線
技
師
の
経
験

者
、
保
健
看
護
学
コ
ー
ス
で
は
、
看
護
師
や

保
健
師
の
免
許
を
持
つ
人
な
ど
臨
床
経
験
の

あ
る
人
が
中
心
で
す
。
中
で
も
長
崎
大
学
の

医
科
学
コ
ー
ス
は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
を

招
き
入
れ
、
英
語
で
講
義
を
行
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
留
学
生
の
出
身
地
は
、
セ
ミ

パ
ラ
チ
ン
ス
ク
核
実
験
場
の
あ
っ
た
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
被

害
を
受
け
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
。
こ
の
ほ
か
、
原

子
力
利
用
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
の

コ
ン
ゴ
か
ら
も
来
て
い
ま
す
。
留
学
生
の
割

合
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
世
界
の
リ
ス
ク
管

理
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
共
同
大
学
院
の
ね

ら
い
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

共
同
大
学
院
の
学
生
に
と
っ
て
教
材
は
、

福
島
と
い
う
現
場
で
あ
り
、
学
生
は
現
場
で

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
考
え
て
実
践
し
ま

す
。
元
々
職
業
に
就
い
て
い
る
学
生
が
目
的

意
識
を
も
っ
て
参
加
し
て
い
る
の
で
、
学
習

意
欲
は
極
め
て
高
く
、
様
々
な
視
点
か
ら
課

題
解
決
の
道
を
探
り
ま
す
。

　

実
習
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
川
内
村
で
は
、

原
発
事
故
後
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
崎
大
学
が
行
っ
て

き
た
、「
戸
別
訪
問
」、「
車
座
集
会
」、「
線
量

マ
ッ
ピ
ン
グ
」、「
食
品
検
査
」
な
ど
に
同
行

し
、
住
民
と
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
す
。
学

生
た
ち
は
、勉
強
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
て

も
、実
際
に
被
災
地
を
訪
れ
、現
場
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、言
葉
に
表
せ
な
い
感
情
や
感

覚
が
沸
き
上
が
り
心
に
突
き
刺
さ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、学
び
へ
の
意
識
を
深
化
さ
せ
ま
す
。

　

川
内
村
で
は
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

（
I
C
R
P
）副
会
長
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ

シ
ャ
ー
ル
教
授
も
実
習
の
指
導
を
行
い
ま

す
。
ロ
シ
ャ
ー
ル
教
授
は
、
放
射
線
防
護
ば

か
り
で
は
な
く
、
街
づ
く
り
な
ど
、
社
会
的

な
問
題
に
も
目
を
向
け
さ
せ
ま
す
。
そ
う
し

て
視
野
の
広
が
っ
た
学
生
の
問
題
意
識
に

よ
っ
て
、
遠
藤
雄
幸
村
長
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
小
学
校
で
の
異
文
化
交
流
、
森
林

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
実
習
内
容
は
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
川
内
村
で
の
実
習
は
、
教

員
に
よ
る
教
育
と
い
う
よ
り
も
、
地
域
の
リ

ア
ル
の
声
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
教
育
の

中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

災
害・被
ば
く

医
療
科
学
共
同
専
攻
の

川
内
村
実
習

福
島
の
支
援
に
お
い
て
は
多
く
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
知
識
は
、ほ
か
に
は
な
い
災
害・被
ば
く
医
療
に
対
す
る

教
育
を
可
能
と
す
る
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

2
0
1
6
年
、長
崎
大
学
は
福
島
県
立
医
科
大
学
と
共
に

修
士
教
育
を
行
う
共
同
大
学
院
を
開
設
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
の

支
援
で
得
た
教
訓
を

世
界
に
伝
え
る

　東日本国際大学の学長を務めなが
ら、エジプト考古学の研究を続けていま
す。何のデータもない人が発掘できるか
と言えばできません。
　今後、原発は廃炉が進められます
が、原発事故への対応もデータもない
のに関わることはできません。
　福島県立医科大学の副学長となった
山下俊一先生と4年前にお会いし、デー
タを理解できる文化系の人材を育てた
いというお話をしたことがありました。そ
れがきっかけとなって、長崎大学と福島
県立医科大学による共同大学院の協
力を得ることができ、東日本国際大学の
学生と、いわき短期大学幼児教育科の
学生に川内村での様々な体験学習を
含む集中講義をしていただいています。
　講義や体験学習がきっかけになり、昨
年は、短大幼児教育科の学生が、川内
村の認定こども園に就職しました。多く
の若い人材を育てていきたいと頑張っ
ているところです。
　今後、福島県の復興は、福島の人間
がやる必要があると考えています。東日
本国際大学では、2017年に福島復興
創世研究所を開所したほか、福島工業
高等専門学校とも提携し、廃炉に関与
できるような人材育成を進めます。

福島の人間が
廃炉を進められるように

東日本国際大学　吉村作治　学長

多くの
若い人材を
育てて
いきたい

災

川内村での実習に参加した「災害・被ばく医療科学共同専攻」の 
学生とジャック・ロシャール教授（左から2人目）

川内村のワイン畑を散策する
ジャック・ロシャール教授と学生

川
内
村
で

原
子
力
災
害
の
教
育



1617

0
1
8
年
10
月
7
日
か
ら
開
催
さ
れ

た
”長
崎
く
ん
ち
“
。
諏
訪
神
社
の

祭
礼
は
、
毎
年
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
群
衆
の
中
に
、
感
涙
に
く
れ
る
福
島

県
の
人
達
が
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

”長
崎
く
ん
ち
“
で
は
　
毎
年
5
〜
7
ヶ
町

の
踊
町
か
ら
演
し
物
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
全

国
的
に
有
名
な
の
は
龍
踊
り
で
す
が
、
長
崎

市
民
に
絶
大
な
人
気
を
誇
る
の
が
7
年
に
1

度
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
椛
島
町
の
太

鼓
山
、
通
称
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
で
す
。

　
五
色
の
座
布
団
を
重
ね
て
4
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
に
も
な
り
、
重
さ
は
約
1
ト
ン
。
36
人

の
担
ぎ
手
が
、「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
の
か
け
声

に
合
わ
せ
て
、
太
鼓
山
を
高
く
空
に
浮
か

せ
、
そ
れ
を
再
び
片
手
で
受
け
止
め
ま
す
。

そ
の
迫
力
も
あ
り
、
く
ん
ち
の
演
し
物
の
中

で
も
特
に
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

「
『
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
』
が
出
て
き
た
と
き
の

声
援
は
た
だ
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
と
き
『
川
内
村
の
遠
藤
（
雄
幸
）

村
長
が
来
ま
し
た
』
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

流
れ
て
、
ふ
と
目
を
や
る
と
、
村
長
が
涙
な

が
ら
見
て
い
ま
し
た
。
私
も
本
当
に
涙
が
出

ま
し
た
」
と
、
川
内
村
で
林
業
を
営
む
志
賀

林
業
の
志
賀
泰
三
社
長
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
は
7
年
に
1
度
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
2
0
1
8
年
に
新
た
に
制

作
さ
れ
た
太
鼓
山
は
、
福
島
県
川
内
村
で
志

賀
林
業
が
切
り
出
し
た
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ
て

い
た
の
で
す
。
志
賀
社
長
は
「
そ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
い
の
か
と

い
う
恐
れ
多
い
気
持
ち
と
、
使
っ
て
い
た
だ

け
た
喜
び
、
こ
れ
ま
で
の
苦
し
み
と
が
な
い

ま
ぜ
に
な
っ
た
感
情
が
わ
き
上
が
っ
て
き
て

い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
川
内
村
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
木

炭
の
生
産
で
日
本
一
だ
っ
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
木
炭
の
利
用
が
減
っ
て
も
、
林
業
は
主

要
産
業
の
一
つ
で
あ
り
続
け
た
の
で
す
。

　
暗
転
し
た
の
は
、震
災
の
後
、福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
起
き
た
後
の
事
で
し

た
。
事
故
後
の
2
0
1
2
年
に
は
、農
林
水
産

省
の
林
野
庁
か
ら
、木
材
製
品
の
安
全
性
に
は

問
題
が
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

風
評
被
害
ま
で
は
拭
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
志
賀
社
長
は
、「
福
島
県
産
の
木
材
が
”
全

く
“
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
調

べ
て
も
い
な
い
の
に
、流
通
先
で
断
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。安
全
だ
と
し
て
も

使
い
た
く
な
い
と
い
う
、福
島
県
産
材
を
避
け

よ
う
と
す
る
心
理
が
全
国
の
木
材
利
用
者
に

広
が
って
し
ま
って
い
た
の
で
す
」と
言
い
ま
す
。

　
志
賀
社
長
の
経
営
す
る
志
賀
林
業
も
、
会

社
経
営
が
厳
し
い
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

　

「
若
い
人
が
会
社
を
去
っ
た
の
は
、
つ
ら
い

も
の
で
し
た
。
政
府
か
ら
風
評
被
害
へ
の
補

償
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
会
社
を
従
来
通
り

成
り
立
た
せ
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
し
た
」

　　
一
方
で
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
ず
っ
と
心
を
痛
め
て
い
た
人
物
が
、
長

崎
市
椛
島
町
に
い
ま
し
た
。
太
鼓
山
応
援
団

代
表
の
井
村
啓
造
さ
ん
で
す
。

　
井
村
さ
ん
は
2
0
1
3
年
、
川
内
村
と
連

携
し
て
い
る
長
崎
大
学
の
こ
と
を
知
り
、
”太

鼓
山
の
木
材
に
川
内
村
産
材
の
使
用
を
“
と

申
し
入
れ
た
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
の
高
村
教
授
は
、志
賀
林
業
に
木

材
使
用
の
話
を
持
ち
か
け
ま
す
。「
た
だ
で
さ

え
、使
い
た
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
つ
ら
い

時
期
に
、使
い
た
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
の
で

す
。『
本
当
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
？
も

し
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
無
償
で
も
お
届
け
し

た
い
』
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
」
と
志
賀
社
長
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
川
内
村
の
私
有
林
か
ら
ヒ
ノ
キ
を
切
り
出

し
、
長
崎
大
学
の
協
力
も
受
け
て
放
射
線
量

が
測
定
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
問
題
な
い
と

太
鼓
判
が
押
さ
れ
ま
し
た
。
木
材
は
そ
の
後

乾
燥
の
期
間
を
経
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。「
立
派
な
木
で
、
自
分
で
見
て
も
い
い

木
だ
と
思
い
ま
し
た
。
乾
燥
の
時
期
も
踏
ま

え
る
と
、
2
0
2
5
年
く
ら
い
に
使
え
る
の

か
な
と
言
う
見
通
し
で
し
た
」
と
志
賀
社
長

は
言
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
2
0
1
8
年
、
予
定
よ
り
も
前

倒
し
で
使
え
る
と
の
判
断
が
下
り
ま
し
た
。

つ
い
に
川
内
村
の
ヒ
ノ
キ
が
太
鼓
山
に
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
て
、
2
0
1
8
年
10
月
の
祭
り
本

番
を
迎
え
ま
し
た
。「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
の
掛

け
声
の
中
、
辛
苦
を
味
わ
っ
て
き
た
志
賀
社

長
と
遠
藤
村
長
た
ち
の
想
い
を
乗
せ
て
、
太

鼓
山
は
長
崎
の
空
に
高
く
何
度
も
舞
い
上
が

り
ま
し
た
。

長
崎
市
民
の
声
が

川
内
村
の

辛
苦
を
解
い
た

原
爆
か
ら
の
復
興
を
経
験
し
た
長
崎
の
人
々
に
と
っ
て
、原
子
力
災
害
は
い
ま
で
も
身
近
な
問
題
で
す
。

長
崎
大
学
が
福
島
を
ず
っ
と
支
援
す
る
の
も
、原
子
力
災
害
に
苦
し
ん
だ
過
去
を
共
有
す
る
か
ら
と
い
う
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
”助
け
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
思
い
“
は
、長
崎
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、市
民
に
も
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

”長
崎
く
ん
ち
“の

太
鼓
山
に
使
わ
れ
た

川
内
村
産
ヒ
ノ
キ

　福島の原発事故は、長崎市民にとって他人
事ではありません。福島の方々への思いは、強
いものがあると思います。それは、放射線による
被害という部分で長崎の原爆被害と重なるか
らです。
　福島の方々は、風評被害や差別について理
解してもらえない苦しさ、目に見えないものへの
恐怖感や心配というのがあるのではないでしょ
うか。放っておくと人間は偏見を持つことがあり
ます。偏見による被害に子どもがさらされます。
大人が止めないといけません。
　長崎市民は、そうした体験を原爆被爆者から
聞いているから理解できます。
　長崎市民の感覚としては、そうした福島の状
況に長崎だからこそ寄り添える・寄り添いたいと
いう気持ちを持っていると思います。
　原発事故の後、福島に向かおうとする山下
俊一先生は「風評被害は必ず起きる」と話され
ました。胸が詰まるような思いを覚えています。
それを覚悟して向かわれた先生の勇気に感動
しました。想定されない事故が起きて、何か力に
なりたいという長崎市民の思いを真っ先に形に
してくれたのが長崎大学でした。長崎にとって
の誇りです。
　毎年、8月9日の平和祈念式典で行う平和宣
言では、福島のことに言及しています。平和宣
言は、起草委員会の15人くらいの方と時間をか
けて練っています。そのうえで、長崎市民の総
意として、福島のことを継続して伝えているので
す。それは、忘れられるのが一番怖いと思って
いるからです。世界中の人が共有すべき問題
だと思っています。

長崎にとって福島は
「他人事ではない」

長崎市　田上富久　市長

福島の状況に
寄り添うことが
大切だと思います

2

川内村のヒノキで作られ、2018年に初お目見えした太鼓山（コッ コデショ）

太鼓山のヒノキを切り出した志賀泰三社長

「
安
全
な
の
に
…
」

流
通
先
で
断
れ
た
こ
と
も

本
当
に
使
って
い
た
だ
け
る

の
か
と
い
う
思
い
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後
、
国
に
よ
る
福
島
の
復
興
支
援

は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
原
発

に
近
い
地
域
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
長
崎
大
学
に
よ
る
福
島
で
の
支
援
が
ど

の
よ
う
に
進
む
の
か
も
、
国
の
動
き
と
連
動

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
省
環
境
保
健
部
の
笠
松
淳
也
参
事
官

（
放
射
線
健
康
管
理
担
当
参
事
官
室
）
は

「
長
崎
大
学
は
放
射
線
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
福
島
に
お
い
て
今
後
も
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
長
崎
大
学
の
支
援
に
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

環
境
省
と
し
て
、
福
島
県
の
住
民
に
安
全

や
安
心
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
施
策
は
、

大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

福
島
県
に
お
け
る
県
民
健
康
調
査
を
財
政
・

技
術
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
県
民

健
康
調
査
は
福
島
県
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
ま
す
が
、
国
は
福
島
県
県
民
健
康
管
理
基

金
と
し
て
7
8
2
億
円
の
交
付
金
を
拠
出
し

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
調
査
や
情
報
発
信
の
た

め
の
活
動
費
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
財
政
支
援
に
よ
っ
て
、
安
定
し
て
継
続
的

に
調
査
が
行
わ
れ
、
き
ち
ん
と
情
報
発
信
が

な
さ
れ
る
こ
と
で
、
安
全
を
認
識
し
、
安
心

に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
健
康
不
安
対
策
の
た
め
の

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
笠
松

参
事
官
は
「
事
故
直
後
に
必
要
と
さ
れ
た
の

は
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す

が
、
現
在
は
、
帰
還
者
の
不
安
を
払
拭
す
る

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で

す
。
長
崎
大
学
が
川
内
村
や
富
岡
町
で
行
っ

て
い
る
支
援
は
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
例
で
あ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。
環
境
省
で
は
こ
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　

笠
松
参
事
官
は
、「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
る
上
で
、
今
後
は
、
三
つ
の

観
点
が
大
切
に
な
る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
一
番
目
に
は
「
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ス
」
の
顔
の
見
え
る
対
応
で
す
。

2
0
1
9
年
ま
で
に
、
除
染
が
進
み
、
帰
還

者
も
増
え
、
福
島
県
の
浜
通
り
12
市
町
村
の

復
興
再
生
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
野
生
の
キ

ノ
コ
や
山
菜
で
は
、
ま
だ
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
が
高
い
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
検
査
基

準
も
厳
し
く
管
理
さ
れ
て
出
荷
さ
れ
る
の

で
、
市
販
の
食
品
に
関
し
て
は
放
射
線
の
問

題
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、
安
心
と

い
う
意
味
で
は
、
課
題
が
残
り
ま
す
。
地
域

に
よ
る
違
い
、
生
活
に
よ
る
違
い
、
個
人
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
、紋
切
り
型
の
対
応
で
は
不

安
の
払
拭
に
つ
な
が
り
づ
ら
い
の
で
す
。
多

く
の
人
が
状
況
を
受
け
入
れ
て
い
る
中
で
、不

安
を
口
に
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
時

間
経
過
に
伴
う
変
化
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
同
じ
人
が
住
民

に
対
応
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
不

安
を
拾
い
上
げ
、
さ
ら
に
そ
の
不
安
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
連
続
し
た
対
応

の
中
で
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
長
崎
大
学

が
行
う
「
戸
別
訪
問
」
や
「
車
座
集
会
」

は
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
一
つ

の
形
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
省
と
し
て
も
、

こ
う
し
た
対
応
を
重
視
し
て
い
る
の
で
す
。

　

二
番
目
は
「
新
た
な
帰
還
者
へ
の
対
応
」

で
す
。
帰
還
困
難
区
域
を
除
く
と
、
福
島
県

の
自
治
体
が
全
体
を
く
ま
な
く
除
染
す
る

「
面
的
除
染
」
は
完
了
し
て
い
ま
す
。
避
難

指
示
が
出
さ
れ
た
地
域
で
も
、
川
内
村
の
よ

う
に
早
期
に
帰
還
が
始
め
ら
れ
た
地
域
、
そ

し
て
富
岡
町
の
よ
う
に
い
ま
帰
還
が
進
ん
で

い
る
地
域
、
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
帰
還
困
難

区
域
中
で
指
定
が
解
除
に
な
る
地
域
が
あ
り

ま
す
。
帰
還
可
能
と
な
っ
て
時
間
が
経
過
し

た
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
対
策
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
帰
還
が
始
ま
る

地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
た

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な

る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
帰
還
困
難
区
域
の
中
で
も
「
将

来
に
わ
た
っ
て
居
住
を
制
限
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
地
域
の
中
に
「
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
で
の

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
近
い
将

来
に
必
要
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
区
域
で

は
、
2
0
2
3
年
ま
で
に
除
染
を
し
、
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
し
、
地
域
の
理
解
も
得
て
、
帰

還
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

富
岡
町
の
夜
ノ
森
を
は
じ
め
、
6
市
町
村
に

一
カ
所
ず
つ
、
全
部
で
六
カ
所
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
、
力
を
入
れ
る
の
は
、
三

番
目
の
「
風
評
払
拭
」
で
す
。
海
外
を
含

め
、
福
島
県
外
に
お
い
て
は
、
い
ま
の
福
島

県
の
状
況
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
人
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
福
島
県
の
農
産
物
の
安
全

性
に
関
す
る
理
解
も
、
福
島
県
内
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
福
島
県
の
内
と
外
で
リ
ス

ク
の
認
知
の
状
況
が
異
な
る
の
で
、
偏
見
や

風
評
被
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
対
応
と
は

別
に
、
広
く
世
間
に
対
し
て
情
報
発
信
を
す

る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
復
興
庁
が

2
0
1
7
年
12
月
に
「
風
評
払
拭
・
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
戦
略
」
と
し
て

ま
と
め
て
お
り
、
方
向
性
の
検
討
と
対
応
を

今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

「
研
究
は
、
現
場
に
成
果
を
還
元
す
る
も
の

で
す
。
一
般
化
で
き
る
も
の
は
一
般
化
し
、

一
般
化
で
き
な
い
も
の
は
要
因
を
分
析
し
て

特
殊
性
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
長
崎
大
学
の
福
島
で
の
活
動
も
、
ぜ
ひ

論
文
に
し
て
成
果
を
還
元
し
て
欲
し
い
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
別
の
方
が
支
援
を
す
る
と

き
に
論
文
が
生
か
さ
れ
て
、
新
し
い
支
援
を

生
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
笠
松
参

事
官
は
言
い
ま
す
。
支
援
活
動
に
お
け
る
研

究
と
は
、
研
究
の
た
め
の
研
究
、
研
究
の
基

礎
を
固
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
研
究
に
よ
っ
て
支
援
の
輪
を
広
げ

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
支
援
の
質
も
高
め
る

と
こ
ろ
に
つ
な
が
る
と
笠
松
参
事
官
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

帰
還
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
自
治
体
の
規
模
、

帰
還
者
に
対
応
す
る
相
談
員
の
リ
ソ
ー
ス
、

外
部
機
関
と
の
連
携
、
今
後
も
様
々
な
要
因

で
課
題
が
変
容
し
て
い
き
ま
す
。
長
崎
大
学

は
こ
う
し
た
状
況
や
国
、
自
治
体
の
方
針
も

見
な
が
ら
、支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

環
境
省
の
考
え
る

近
未
来
と

長
崎
大
学
への
期
待

福
島
原
発
の
周
辺
に
は
双
葉
郡
の
6
町
2
村
が
あ
り
、長
崎
大
学
は
川
内
村
、富
岡
町
と
支
援
を
広
げ
ま
し
た
。

帰
還
困
難
区
域
を
解
除
さ
れ
る
地
域
は
増
え
、ど
う
支
援
し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た
成
果
を
い
か
に
今
後
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
島
の
復
興
と
求
め
ら
れ
る

リ
ス
ク
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の

３
つ
の
側
面

地
域
差
や
個
人
差
を

踏
ま
え
た
対
応
が
大
切

新
た
な
帰
還
へ
の

対
応
は
重
要
に

長
崎
大
学
への
期
待

今

放射能の状況を分かりやすく住民に説明するのも、環境省の取り組みのひとつ

笠
松
淳
也
　
参
事
官

環
境
省  

環
境
保
健
部  

放
射
線
健
康
管
理
担
当
参
事
官
室
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川内村の秋元美誉さんと
妻のソノ子さん

成23年の発災直後より、長崎大学からは、
多くの医療関係者、研究者の方々を派遣

いただき、言葉では言い表せないほどの御支援
を頂いております。放射線被ばくへの不安に対
し、科学的知見に基づく確かな情報とフェイス
トゥーフェイスのコミュニケーションを重ねられ、住
民だけでなく、医療や行政の現場をしっかりと支
えていただいていることに、心から感謝を申し上
げます。

　東日本大震災のような
複合型広域災害の経験
を通じ、特に緊急時から
復興期において、長期的
な健康被害に適切に対
応できる人材が絶対的に
不足していることが明ら
かになりました。
　こうした状況を踏まえ、
長崎大学と福島県立医
科大学は共同で、大学院
修士課程「災害・被ばく
医療科学共同専攻」を
設置し、災害時に活躍で
きる人材の育成を行って
おります。

　また、長崎大学においては、平成25年4月に川
内村、平成28年9月に富岡町と「包括連携に関す
る協定書」を締結し、それぞれの町村内に長崎
大学の拠点を設置していただいております。
　川内村では、髙村昇先生や折田真紀子先生
等の御尽力により、地域の方々に科学的なデータ
に基づいた情報を伝えるなど、帰村に向けた安
全・安心の判断材料を提供することができまし
た。その結果、約8割の方々が帰村して生活を再
開されており、今後、川内村をモデルケースとし
て、避難地域全体の復興につなげていくことがで
きると考えています。

　富岡町では、今も毎週継続して折田先生、平
良文亨先生等が交代で駐在いただいており、役
場窓口での相談や帰町している高齢者世帯を中
心とした戸別訪問の実施等、放射線への不安解
消に向け、精力的に取り組んでいただいておりま
す。先生方が親身になって相談に応じてくださる
ため、先生方が来庁している時にしか相談に来
ないという住民の方もいらっしゃるそうです。これ

も、先生方が実直な取組
を積み重ねてこられた結
果であり、こうした活動に
よって、誤った放射線へ
の認識が払拭され、着実
に町民の帰町につながっ
ていくものと期待しており
ます。

　結びに、私が県政運営
に当たって大切にしてい
るキーワードを御紹介し
ます。それは「共働」で
す。震災と原発事故から
の復興に向けて、福島県
民は努力を積み重ねてき
ておりますが、我々の力
だけでは限界がありま

す。長崎大学を始めとした、本県に思いを寄せ、
応援してくださる大学や企業、団体等の方々と力
を合わせることにより、情報発信や風評払拭の効
果が何倍にも広がっていくものと考えております。
お互いのアイデアを共有して、新しいコラボレー
ションを展開していくことで、福島のファンになる
方々が増え、また、長崎のファンになる方々が一層
増えていくことを期待しております。
　これまでお世話になった皆さんお一人お一人
の顔を思い浮かべながら、その御支援に心から
感謝するとともに、今後も様々な交流活動につな
がるよう、引き続き、長崎大学との御縁、連携を大
切にしてまいりたいと考えております。

「共働」を進めていきたい

福島県　内堀雅雄　知事

2021

発
事
故
に
か
ら
の
復
興
に
ど
う
対

応
す
べ
き
か
“
に
対
す
る
答
え

は
、
最
初
は
誰
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
長
崎
大
学
は
福
島
に
入
っ
て

か
ら
、
小
さ
な
成
功
例
を
積
み
重
ね
な
が
ら

復
興
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
長
崎
原
爆
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
で
得
ら
れ
た
知
見
は
あ
り
ま
し
た
が
、
福

島
で
求
め
ら
れ
て
い
る
支
援
の
方
法
論
は
、

全
く
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
答
え
の
見
え
な
い
課
題
に
ど
う
対

応
す
る
か
、そ
こ
で
は
悩
み
の
連
続
で
し
た
。

　

川
内
村
の
秋
元
美
誉
さ
ん
は
、
震
災
前
は

合
鴨
を
使
っ
た
無
農
薬
の
コ
メ
作
り
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
2
0
1
1
年
3

月
の
原
発
事
故
で
事
態
は
急
変
し
ま
し
た
。

川
内
村
が
全
村
避
難
と
な
る
中
、
い
っ
た

ん
は
避
難
し
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
村
に

戻
っ
た
秋
元
さ
ん
と
妻
の
ソ
ノ
子
さ
ん
は
、

「
作
っ
て
み
な
い
と
米
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
検
出
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
」
と
、
二
人
だ
け
で
米
を
作
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
福
島
県
の
避
難
区
域
で
は
米
の

出
荷
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
村
民
が
避
難
を
続
け
る
中
、
秋
元
さ

ん
夫
妻
だ
け
は
、
黙
々
と
米
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
2
0
1
1
年
秋
、
秋
元
美
誉
さ
ん
は

収
穫
し
た
米
を
福
島
県
の
検
査
場
に
持
参
し

ま
し
た
。
測
定
の
結
果
、
精
米
し
た
コ
メ
か

ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
米
に
は
移
行
し

に
く
い
こ
と
を
、
秋
元
さ
ん
は
ま
さ
に
自
分

の
手
で
証
明
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
川
内
村
に
2
0
1
3
年
4
月
、
長
崎

大
学
が
復
興
支
援
拠
点
を
設
置
し
、
保
健
師

の
折
田
真
紀
子
助
教
が
赴
任
し
て
き
ま
し

た
。
秋
元
美
誉
と
ソ
ノ
子
さ
ん
は
「
こ
れ
で

村
は
復
興
で
き
る
」
と
喜
ば
れ
た
そ
う
で

す
。
二
人
は
折
田
助
教
を
自
分
の
娘
の
よ
う

に
か
わ
い
が
り
、
長
崎
大
学
の
力
強
い
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

長
崎
大
学
は
、
川
内
村
に
続
き
富
岡
町
に

も
支
援
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
で
米
作
り
を
始
め
て
い
る
渡
辺
伸

さ
ん
は
、
「
原
発
事
故
か
ら
時
間
が
経
ち
、

行
政
が
帰
還
を
促
し
て
い
ま
す
が
、
放
射
線

だ
け
で
帰
れ
る
、
帰
れ
な
い
が
判
断
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。
子
ど
も
の
学
校
や
仕
事
な
ど
、
避
難
者

も
新
た
な
場
所
で
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
で

き
て
い
る
の
で
、
8
年
前
と
は
状
況
が
変

わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

帰
還
を
促
す
に
は
安
全
性
を
証
明
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
新
た
な
価
値
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
帰
還
者
が
「
帰
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
支
援
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
富
岡
町
で

求
め
ら
れ
る
支
援
に
対
す
る
答
え
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、

「
こ
こ
に
し
か
な
い
」
新
し
い
支
援
の
形
を

作
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

長
崎
大
学
の

福
島
復
興
支
援
と

こ
れ
か
ら

長
崎
大
学
が
進
め
る
復
興
支
援
は「
お
手
本
」が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
解
が
な
い
中
で
、悩
み
な
が
ら
進
め
て
き
た
も
の
で
し
た
。

ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
で
確
立
す
る
、「
世
界
で
こ
こ
に
し
か
な
い
支
援
」と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

世
界
の
中
で
も

「
こ
こ
に
し
か
な
い
支
援
」

”原

平

ひ
と
つ
の
出
会
い
か
ら

広
が
る
支
援

新
し
い
支
援
の
形
を

作
り
出
す

よ
し
た
か


